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百

下
駄
箱
の
挨
拶

も
う
十
年
近
く
前
だ
が
、
静
岡
県
教
育
委

員
会
主
催
の
家
庭
教
育
に
関
す
る
会
議
で
の

こ
と
。
あ
る
小
学
校
の
校
長
が
、
家
庭
の
教

育
力
低
下
に
附
す
る
持
論
を
展
開
す
る
過
程

で
、
憤
慨
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「今
時
の
母
親
は
下
駄
箱
に
靴
を
入
れ
な

が
ら
校
長
に
挨
拶
す
る
」

こ
れ
を
聞
い
た
私
は
、

即
座
に
妻
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
つ
つ
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

「そ
う
だ
ろ
う
な
。
デ
モ
、
な
ん
で
こ
ん

な
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
、
挨
拶
し
て
く
れ

る
だ
け
で
も
上
出
来
な
の
に
・・
・！
」

た
だ
し
、
当
時
の
私
は
三
十
代
半
ば
、
現

在
高
二
の
長
男
が
小
学
校
在
学
中
。
現
役
の

父
親
の
身
で
は
恐
れ
多
く
て
（
そ
の
校
長
に

私
の
実
感
を
理
解
さ
せ
る
自
信
も
な
く
て

実
際
に
出
た
言
葉
は
、
「ハ

l
、
そ
う
で
す

か
：
i
・q
－
」
、
違
和
感
を
疑
問
符
付
き
の
苦

笑
い
で
ご
ま
か
す
し
か
な
か
っ
た
。

編
集
部
か
ら
の
依
願
文
を
読
み
な
が
ら
、

私
な
り
の

「校
長

・
教
頭
の
評
価
」
の
方
法

を
問
い
な
お
し
て
み
た
時
に
思
い
出
し
た
の

が
こ
の
時
の
気
分
で
あ
っ
た
。
理
由
は
、
こ

の
時
の
違
和
感
へ
の
こ
だ
わ
り
が
原
因
で
、

そ
の
後
、
研
究
会
等
で
学
校
を
訪
問
し
た
際

に
、
そ
の
学
校
を
私
な
り
に
評
価
す
る
基
準

（規
準
？
）
と
し
て
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「校
長
先
生
が
親
や
地
域
の
生
活
者
の

目
で
考
え
行
動
で
き
る
か
ど
う
か
」

こ
れ
が
、
本
稿
の
課
題
へ
の
私
な
り
の
回

答
だ
が
、

問
題
は
違
和
感
の
理
由
。
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時
代
錯
誤
の
感
覚

な
ぜ
校
長
は
憤
慨
し
た
の
か
。
思
う
に
、

本
人
が
自
覚
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
校
長
と
い
う
臓
に
い
る
考
と
親
、
と
り

わ
け
母
親
と
の
関
係
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

な
前
提
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

校
長
は
学
校
で
最
も
偉
い
人
問
。
そ
の
学

校
で
教
育
し
て
も
ら
う
子
ど
も
の
親
が
、
学

校
と
教
師
に
感
謝
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

特
に
教
師
の
中
で
最
も
偉
い
校
長
に
背
を
向

け
て
挨
拶
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
。
正
面
向
い

て
丁
寧
に
お
辞
儀
を
し
、
子
ど
も
が
世
話
に

な
っ
て
い
る
礼
を
言
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
普
通
の
母
親
の
前
提
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ど
ん
な
親
で
あ
れ
、
で
き
の
悪
い
子
ど
も

が
世
話
に
な
っ
て
い
る
担
当
の

O
O先
生
に

は
感
謝
す
る
。
で
も
コ

l
チ
ョ

l
セ
ン
セ
！

と
は
話
し
た
こ
と
も
な
い
。
せ
い
ぜ
い

P
T

A
総
会
で
壇
上
か
ら
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
を

勿
体
ぶ
っ
て
話
す
の
を
聞
く
だ
け
。
直
接
、

自
分
の
子
ど
も
の
悩
み
の
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
人
で
は
な
い
。
お
ま
け
に
、
ど
う
せ
三

年
で
い
な
く
な
る
人
、
名
前
も
覚
え
ら
れ
な

い
。
P
T
Aの
役
員
な
ら
と
も
か
く
、
私
た

ち
普
通
の
母
親
に
は
関
係
の
な
い
人
。

要
す
る
に
、
今
時
、
校
長
だ
か
ら
と
い
う

理
由
だ
け
で
親
が
挨
拶
す
る
の
は
当
然
、
と

考
え
・て
い
る
と
す
れ
ば
時
代
錯
誤
の
発
想
、

こ
れ
が
当
時
の
私
の
違
和
感
の
原
因
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
校
長
に
挨
拶
す
る
必
要
な

し
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
職
業
に
貴
賎

は
な
い
と
学
校
で
教
え
ら
れ
て
き
た
者
に
と
っ

て
、
校
長
と
い
う
職
業
上
の
立
場
ゆ
え
に
挨

拶
す
る
の
で
は
な
く
、
校
長
職
に
つ
い
た
人

が
自
分
に
と
っ
て
価
値
あ
る
人
で
あ
れ
ば
挨

拶
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
十
年
前
の
出
来
事
。

そ
れ
こ
そ
、
今
時
の
校
長
に
は
先
に
紹
介
し

た
校
長
の
よ
う
に
憤
慨
す
る
方
は
お
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
も
学
校
現
場
に
か
か

わ
る
機
会
が
増
え
、
水
鳥
の
水
面
下
の
足
の

よ
う
に
、
親
の
見
え
な
い
世
界
で
苦
労
さ
れ

て
い
る
校
長
戦
の
大
変
さ
を
知
る
身
と
な
っ

た
。
そ
れ
故
、
小
学
校
に
二
人
、
中
学
校
に

一
人
、
高
校
に
一
人
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
親
と
し
て
、
機
会
が
あ
る
た
び
に
、
わ
が

子
の
学
校
の
校
長
先
生
に
は
正
面
を
向
い
て

丁
寧
に
挨
拶
す
る
と
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

だ
が
他
方
で
、
先
の
校
長
の
憤
慨
に
は

今
な
お
同
意
で
き
な
い
。
む
し
ろ
現
在
の
臼

本
の
学
校
が
位
か
れ
た
状
況
を
自
覚
す
る
な

ら
、
時
代
錯
誤
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
校
長
の
資
質
と
し
て
不
適
格

と
ま
で
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

~ 

コ
ー
チ
ヨ

1
セ
ン
セ
ー
か
ら
校
長
ヘ

か
つ
て
の
村
や
町
の
中
心
に
あ
っ
た
学
校

の
校
長
が
、
村
や
町
の
人
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
の
こ
と
の
み
で
な
く
、
様
々
な
日
常

の
相
談
事
か
ら
嫁
や
婿
の
世
話
ま
で
、
請
わ

れ
る
ま
ま
に
大
人
の
生
活
全
体
の
先
生
で
あ
っ

た
は
ず
。
実
際
に
親
子
三
代
に
わ
た
り
教
わ

り
、
相
談
し
、
迷
惑
を
か
け
て
き
た
、
と
い

う
校
長
も
珍
し
く
な
か
っ
た
は
ず
。

他
方
、
戦
後
の
日
々
の
槌
に
事
欠
く
時
代

に
、
乏
し
い
村
や
町
の
財
政
を
は
た
い
て
学

校
を
再
建
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
義
務
化
さ

れ
た
中
学
校
の
新
設
を
文
字
通
り
物
心
と
も

に
支
え
て
き
た
の
が
、
日
本
の
綴
で
あ
り
地

減
社
会
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
は
ず
。
そ
の
背

後
に
、
子
ど
も
の
親
の
み
で
な
く
、
村
や
町

の
人
全
体
に
と
っ
て
、
ど
こ
で
会
っ
て
も
親

し
み
と
噂
敬
の
念
を
込
め
て
挨
拶
す
る
コ
ー

チ
ョ

l
セ
ン
セ
l
の
存
在
が
な
か
っ
た
か
。
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だ
が
、
設
備

・
施
設
が
整
い
、
教
育
内
容

が
確
定
す
る
に
つ
れ
、
い
つ
し
か
学
校
は
親

の
要
求
を
う
と
ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
ら
な

か
っ
た
か
。
健
全
育
成
の
名
の
も
と
に
、
子

ど
も
を
学
校
的
世
界
に
閉
じ
こ
め
地
域
か
ら

隔
離
し
て
こ
な
か

っ
た
か
。
そ
し
て
、
校
長

の
世
界
も
ま
た
、
親
し
み
を
こ
め
た
口
語
の

コ
l
チ
ョ

l
セ
ン
セ
ー
か
ら
、
公
文
書
に
漢

字
で
記
載
さ
れ
た
校
長
の
職
務
の
世
界
に
閉

ざ
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
か
。

た
と
え
ば
、
赴
任
し
た
学
校
の
学
区
の
人

た
ち
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
生
き
る
世
界
を

豊
か
に
育
む
こ
と
を
、
校
長
と
し
て
の
学
校

経
営
の
基
盤
に
お
か
れ
て
い
る
か
。
挨
拶
を

要
求
す
る
前
に
、
親
に
自
分
を
校
長
と
し
て

認
め
て
も
ら
う
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
、

悩
み
行
動
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

4l 

今
何
が
関
わ
れ
て
い
る
か

こ
の
よ
う
な
私
の
指
摘
に
対
し
て
、
そ
れ

こ
そ
時
代
錯
誤
の
意
見
、
と
の
批
判
が
あ
ろ

う
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
の
学
校
で
あ
れ

ば
、
そ
の
通
り
と
答
え
る
し
か
な
か
っ
た
。

だ
が
、
学
校
週
五
日
制
か
ら
新
し
い
学
力

観
ま
で
、
今
、
学
校
は
大
き
な
変
革
期
に
あ

る
は
ず
。
明
治
五
年
の
学
制
発
布
以
来
の
日

本
の
学
校
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
校
長
と
教
頭
の
勤
務

評
定
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

週
休
二
日
で
は
な
く
学
校
週
五
日
制
と
言

い
換
え
た
の
は
、
改
め
て
教
育
の
責
任
を
家

庭
や
地
域
社
会
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
の
生
き
る
世
界
を
再
構
築
す

る
こ
と
が
理
由
の
は
ず
。
生
活
科
が
教
え
る

よ
う
に
、
新
し
い
学
力
観
の
諜
題
は
、
子
ど

も
が
生
活
す
る
世
界
で
出
会
う
ヒ
ト
や
モ
ノ

や
コ
ト
の
教
育
力
を
、
見
直
し
再
構
築
す
る

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
も
家

庭
や
地
域
の
人
た
ち
の
理
解
と
協
力
な
く
し

て
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
は
ず
。

こ
れ
が
、
「
校
長
先
生
が
殺
や
地
威
の
生

活
者
と
同
じ
目
の
高
さ
で
考
え
行
動
で
き
る

か
ど
う
か
」
を
学
校
評
価
の
誕
畑
中
と
す
る
理

由
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
緩
や
地
成
の

人たちのいうことをすべて聞けという

ことではない。下駄箱に靴を入れなが

ら後拶する母親の思いを想像できる優

しさをもってほしいという意味である。

それは親しみの表現かもしれない。驚

いて緊張した結果かもしれない。もし、

子どものしつけが問題なら、まず自分

の方から挨拶の規範を示すコlチョl

センセーであってほしかった。

憤慨とは自己の正しさを前提とする

感情表現、校長の考えを規制中に親の行ト

動を評価した結果の表現のはず。だが、イ

なぜ子どもが学ぶかを考えてほしい。

彼ら彼女らが生きる世界は学校ではな

く地域や家庭。学校はそのための準備

の場、学校の中にのみ適応できる人間

の教育が目的ではないはず。その学校

の責任者が、地域や家庭で生きる人た

ちの思いを理解できなければ、一人の

人間として自立するための基盤を培う

ことを目的とする学校教育の再構築は

不可能、と考えるが、いかがか。

幸｜ぜf、声－ 
当、で

本フ
信も
レ評
ハミ

ル価
化し
は，L、．

人票が

庄
信る

大
高の

；豊要晃平司日

くか

期
待
上
の
三
点

任
命
制
の
中
で
の
校
長
さ
ん
の
こ
と
な
れ

ば
、
格
別
の
言
い
分
も
な
い
の
で
す
が
、
少

々
の
心
づ
く
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
は
、

「期
待
上
の
三
点
」
で
す
。

①
お
上
を
気
に
す
る
な

②
若
い
先
生
を
ほ
め
ろ

③
言
い
わ
け
は
す
る
な

い
わ
ゆ
る
校
長
さ
ん
へ
の
期
待
で
す
。

む
か
し
か
ら
、
「
教
師
は
天
狗
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
の
表
現
で
す
。

う
ま
い
文
言
で
す
。

そ
の
ご
と
く
、
一
般
の
先
生
違
と
い
う
の

は
、
強
い
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
た
面
白
い
集
団

で
す
。

表
面
は
お
と
な
し
そ
う
に
見
え
る
先
生
で

も
、
中
・身
に
は
た
い
て
い
、
「
自
分
こ
そ
は
」

と
い
う
根
性
を
秘
め
て
い
る
も
ん
で
す
。

校
長
さ
ん
の
対
応

し
か
し
、
で
す
。

天
狗
は
芸
の
行
き
止
ま
り

高
慢
は
出
世
の
行
き
止
ま
り

自
慢
は
知
恵
の
行
き
止
ま
り

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
は

反
省
的
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
を
ひ
と
皮
む
け
ば
、
先
生
遥
の
天
狗
集

団
の
そ
の
下
に
は
、
前
進
の
芽
が
ど
っ
さ
り

と
か
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
ん
と
こ
を
下
手
に
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う

に
、
校
長
さ
ん
達
に
、
し
っ
か
り
と
手
を
打

っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

な
か
ん
ず
く
、
若
い
先
生
達
を
う
ん
と
ほ

め
て
く
だ
さ
い
。
仲
ぴ
ん
と
す
る
芽
が
、
大

い
な
る
光
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
。

そ
れ
が
今
し
が
た
、
②
と
し
て
結
品
さ
せ

て
み
た
一
言
な
ん
で
す
。
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き
ぜ
ん
と
歩
く

坂
村
其
民
と
い
う
詩
人
に
、

「し
ん
み
ん

五
訓
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

言
わ
ば
、
思
想
詩
で
す
。

つ
ぎ
が
、
そ
れ
で
す
。



解
説
・
東
京
都
教
育
庁
の
「
校
長
・
教
頭
の
評
定
基
準
L

轍

跡

雅

舵

5

資
料
川
W

「
勤
勉
手
当
の
成
績
評
定
巴
お
け
る
評
定
基
準
」
（
校
長
用
）
j
i
－
－
j
i
－
－
：
：：・

8

資
料
問
「
勤
勉
手
当
の
成
績
評
定
巳
お
け
る
評
定
基
準
」
（
教
頭
用
）
：
：
・：：：：・ji－－－

ω

－
僚
長
・
輸
銀
頭
の
力
置
を
問
う
｜
東
京
都
数
育
庁
の
一
制
定
基
泌
を
読
ん
で

一時
定
の
条
件
と
し
て
の
職
務
環
境
の
桃
築
j
i
－
－
：
：
：
j
i
－
－
：
－
j
i
－
－
：
小
島

校
長
と
し
て
の
ヘ

ッ
ド
シ
ツ
ブ
と
h
Mを
j
i
－
－
：
：
j
i
－
－：
：
：
：
：
j
i
－
－上
寺

住
た
い
て
い
で
な
い
校
長
・
孜
副
の
力
は
：
：
－
j
i
－
－
J
J
・
－
；
・
：
：
j
i
－
－
－
長
尾

点
下
校
の
創
造
性
を
育
て
る
作
即
日
峨
説
価
の
あ
り
五
：
：
：
：
j
i
－
－
：
：
：
：
；
新
井

・
校
長
四
勤
勉
手
当
の
成
績
訴
定
基
？
を
俊
討
す
る

1
1
1
1
B
E
l
i
t－
－
四

l

「
人
間
的
魅
力
」
も
評
定
要
素
に
入
れ
た
い
j
i
－
－
；
j
i
－
－
：
：
・
：
・
：
：
有
国

学
校
改
善
に
取
り
組
む
校
長
と
「
評
定
基
準
」
：
・－J
J

・
－
－
：
：
j
i
－
－
：
：
管
原

教
育
的
立
場
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
・

．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・
・大
畑

学
校
経
営
上
の
課
題
全
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
・
・
：
：
：
：
・
：
j
i
－
－
：
：
糸
井

評
定
さ
れ
る
よ
り
も
自
己
評
価
を
・
・
・
・
：
：
：
：
：
j
i
－
－
j
i
－
－
：
：
・
：
青
木

．
叡
頭
用
語
勉
手
当
の
成
績
評
定
基
準
L
を
償
却
す
る

1

4

・4
I

l

l

l

業
績
評
価
と
人
物
評
価
を
混
同
1
乙
ん
な
あ
い
ま
い
な
基
準
は
困
る
：
・
：

・下
村

都
教
委
選
考
に
よ
る
教
頭
な
ら
評
定
は

A
の
は
ず
：
：
：
：
：
：
j
i
－
－
：
：
：
舘
野

・教
育
の
場
に
は
、
不
適
当
で
あ
る
：
：
：
・
j
i
－
－
：
：
：
：
・
：
：
j
i
－
－
：
：
・
：
：
吉
川

具
体
的
な
評
定
基
準
の
設
定
・
：
－
j
i
－
－
：
：
：
：
：
j
i
－
－
：

・j
i
－
－
：
：
：
：
・
：
根
本

教
頭
は
風
を
起
こ
す
。
風
は
基
準
を
知
ら
な
い
。
：
：
；
：
・
：
：
j
a
－
－
：
：
：
橋
本

弘
道
ロ

久
雄
日
間

彰
夫
初

郁
男
”

和
正
M
A

吉
男
M
M

佳
司
お

法

制

刊

哲
夫
刊

健
三
M
H

蹟

二

郎

正
雄

ω

定
男
例

－
「
校
長
・叡
顕
の
評
定
L
私
怠
ら
こ
こ
を
僻
価
す
る

苧
校
の
外
で
生
き
る
生
綿
花
へ
の
ま
な
ざ
し
を
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－
－
：
：
馬
居

な
ぜ
こ
う
も
説
倒
し
た
が
る
の
か
：
：
：
j
i
－
－
：
－
－
j
i
－
－
－
j
i
－
－
j
i
－
－
－
庄
司

「人
材
育
成
」
こ
れ
だ
け
で
よ
い
：
：
：
：
：
：
－
j
i
l
－
－
：
j
i
－
－
－
－
j
i
－
－
：
高
橋

「
前
向
き
・
行
定
的
」
か
：
：
・
：
：
j
i
－
－
：
・
：
：
j
i
－
－j
i
－
－
j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
竹
川

い
か
に
教
職
品
に
や
る
%
を
も
た
せ
る
か
：
：
：
：
：
：：：・

・・：
－ji－
－
：
・
井
上

ー

ー

l
t
Q回
目
］
凶

uw品
。
球
日
仏
品
川
ゲ
山

u
V
I
l
l1
11
1
1
1
1－－

l
i
l
i－－

I
l
l

－

－

学
校
週
5
日
制
・
月
2
回
の
実
施
ヘ
j
i
－
－
：
：
j
i
－－：
・：
－j
i
－－
j
i－－－
安
達

一

2

日
数
組
ガ
隔
週

5
日
制
で
緊
急
提
案

3

白
教
組
別
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
委
の
報
告

－R

連
餓
／
踊
坦
時
評
・
日
t
f
SFd’
t
bず

5
2
2
8，t
t
t
t
o
f
t
t
t
b
F
E
s
s
t
t
t身
E
1
2
2
2
2

道
徳
教
育
を
学
校
の
教
育
社
川
の
中
に
杭
附
づ
け
る
川
ハ
体
的
な
店
法
：
：
：
明
石

要
一
引

現代教育科学／1995年T月号 Na458

A

守
連
餓
／
新
学
力
観
と
基
礎
学
力
・
叩

新
し
い
争
力
制
と
私
の
法
礎
学
力
説
：
：
：
：
：
：
：：
：
：
：
：
：
：
：
：：・：

・：・
安
彦

忠
彦
川

（
製
紙
写
真
州
提
供
・
側
モ
ン
ト
レ
）

一
大
リ
レ
l
連
慣
／
新
し
い
学
校
づ
く
り
へ
の
提
言
・
叩

一
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
鍵
概
念
は
「
参
画
」
・

・：

・
：
：
・
j
i
－－
：
・
：
大
森

一
日
〕
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
：
・
・

・
・・：：

：：：・・

・
・
：
：
：
板
倉

・
リ
レ
ー
連
肝
臓
／
綬
鎌
改
革
の
課
題
・
叩
1
1
1
1
H
H
H
H
H
H
I－－
H
U
H－
H
H
H
IH
H

教
師
に
求
め
ら
れ
る
知
ぬ
鋭
の
転
換
－
－
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：

・藤
井

女
連
蛾

E

E

E

E

叩

授
業
の
改
革
に
挑
戦
し
よ
う
・
j
i
－
－
：ji－－：：：
・j
i
－
－
：
：
：
：
j
i
－
－
－
有
国

政
幸

ω

和
晃

n

正
和

M

訓
由

η

茂

ω

拓
修
M
N

弘
幸
mm

千
春
山

和
正
明


